
総合的な学習の時間・中学校・２年 豊岡市立城崎中学校 主幹教諭 坂田光彦

単元名 『トライやる・ウィーク』

題材名『トライやる・ウィーク発表会』

目 標■

・地域との触れ合い活動を通して、自己を見つめ、職業観を広め、自らの将来設計を考

える中で、自らの生き方を探求し、主体的に進路を切り開いていく能力を育成する。

・情報やデータを収集し、その中から目的にあったものを選択、整理して活用するとと

もに、多様な表現方法を利用して、自分の考えや気持ちを的確に表現し、まとめ、発

表することができる。

コンピュータを活用する利点■

プレゼンテーションを行うにあたって、画像や映像をデジタル処理し、パワーポイン

トを使うことにより、限られた時間帯で、自分たちの意図することを発表することがで

きる。

ＩＣＴ活用場面■

（１）発表の内容（各班５分）

① 活動させて頂いたこと

② 活動を通して学んだこと

※ 写真・ビデオで説明する 〔発表構成シート〕

※ 全員ができるように役割分担をしっかりする。

（２）発表会次第

① 開会の言葉

② 生徒代表挨拶

③ 学校長挨拶

④ 各班より報告

（１５班）

⑤ 生徒お礼の言葉

⑥ 閉会の言葉

成果と課題■

パワーポイントを使うことにより、視覚的には活動内

容や思いをほぼ伝えることができた。しかし、言葉で伝える面については、文書構成な

どにまだまだ課題が残る。

今後も、コンピュータだけでなく レポートや新聞作成などにより文章(言葉)による、

表現能力を一層高めていく必要がある。

ＩＣＴ活用環境等■

使用周辺機器 プロジェクター，ＤＶＤプレイヤー，スクリーン，放送機器

使用ソフト名 パワーポイント

使用教室 多目的ホール

会場図
スクリーン

発表者

２ 年 １ 年プロジェク
ター
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指導ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ

保 護 者

授業の流れ■

①発表会をパワーポイント

を使って行うことの予告

（トライやる実施前）１ｈ

②パワーポイントの使い方

及び発表の仕方の説明１ｈ

③発表原稿の作成 ３ｈ

・写真選択

・原稿文の作成

④リハーサル ２ｈ

⑤発表会 ２ｈ
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